
事業方針
　平成２８年度は当金庫創業９０周年の年にあたることから、経営計
画のテーマを「創業９０周年～地域への感謝と新たなスタート～」と
し、地域の皆様方の永年にわたる温かいご支援、ご協力への感謝と
ともに、基本理念“地域に役立つ信用金庫”を拠り所として、創業以
来諸先輩方が苦労を重ねて築かれてきた「地域からの信頼」をより
確かなものにしていくこととしました。
　創業９０周年事業の柱として、当金庫の９０年間の歩みを記録した
「八幡信用金庫九十年史」を編纂するとともに、平成２４年より当地
域の歴史を学ぶ場として開催してきた「灌花塾」の講義内容をまと
めた冊子「郡上の歴史を学ぶ」を刊行しました。
　経営計画については、「成長力」「収益力」「健全性」の三つの観
点での重要施策を実施し、相互に連環させることを基本戦略として
業務に取組みました。

①「成長力」：組織力の発揮と人材の成長、業務改革の深化
・組織力の向上を目指すため職員一人ひとりが輝いて働ける環境
づくりとして、「新人事制度」を導入し、職能資格基準を始め給
与規定など人事関連規定を改正しました。また、多様な働き方を
サポートするため、パートおよび嘱託職員の職員登用制度を導
入しました。
・業務改革推進のため、組織横断的な「業務プロセス改善委員
会」を設置し、各業務における問題点を抽出するとともに改善策
を策定・実施しました。

②「収益力」：預金基盤と貸出金、預かり資産の増強、資金運用力の強化
・「春のサンキュー」キャンペーンを始め、創業９０周年事業の一環
として各種キャンペーン商品を提供し預金基盤の拡充を図りま
した。また、事業先への融資提案推進として、簡便性の高い事業
性フリーローン「即戦力」を発売するとともに、住宅ローンの積
極的な対応を図りました。
・資金運用における国際分散投資の更なる拡充と、機動的売買に
よるキャピタルゲインの増加を図りました。
・純金積立、ＮＩＳＡ口座における投資信託定時定額販売等預かり
資産業務の拡充に努めました。

③「健全性」：ガバナンス、コンプライアンス態勢、リスク管理態勢の強化
・総代会機能向上に向け総代選任等に関する体制整備を図るとと
もに、会員向けアンケートを実施し業務への反映に努めました。
・コンプライアンス担当者を中心とした毎月の勉強会とともに、引
き続きコンプライアンス態勢の強化に努めました。

事業実績
■預金積金　
　預金積金残高は、１，１０３億１０百万円と前期比４０億５３百万円（３．８１％）
の増加となりました。
■貸出金　
　貸出金残高は資金需要の低迷から２９５億９０百万円と前期比１億
２４百万円（０．４２％）減少となり、その結果、預貸率は１．１４％低下の
２６．８２％となりました。

損益の状況
　収益面においては、貸出金利息が前期比４７百万円減少の５億６２
百万円、資金運用業務において国際分散投資の更なる拡充を図った
結果、有価証券利息配当金は前期比９百万円増加の８億２５百万円と
なりました。加えて機動的売買に注力した結果、国債等債券売却益
５億４１百万円、株式等売却益５百万円をそれぞれ計上し、経常収益
は２１億６５百万円となりました。
　費用面においては、預金利息が前期比１６百万円減少したもの
の、国債等債券売却損が４９百万円増加したことなどから、経常費用
は１４億９９百万円となりました。
　この結果、経常利益は前期比３７百万円増加の６億６６百万円、当
期純利益は前期比７７百万円増加の４億５１百万円となりました。

当金庫の対処すべき課題
　当金庫は三つの観点での重要施策を実施し、連環させていくこと
を基本戦略といたします。
（１）成長
　本部と営業店の連携等「組織の強化」を図りながら、地道な営業
活動により取引先・顧客との双方向のコミュニケーション向上に努
め、信頼関係を深化させるとともに、最適な金融サービス提供を通
じて営業基盤を強化して成長性を保持し、もって地域の成長、発展
に貢献していきます。
（２）収益
　取引先・顧客の資金ニーズへの的確な対応や、経営改善・事業再
生・事業承継等を通じた新たな資金ニーズの発掘による貸出金利息
収益の増強、預かり資産業務注力による手数料収益確保、適切なリ
スク管理態勢の下での資金運用力の強化を図るとともに、効率的な
業務運営を行っていきます。
（３）健全性
　リスク管理態勢およびコンプライアンス態勢を強化するととも
に、中・長期的に自己資本の充実と健全性諸比率向上を図り、成長戦
略、収益確保へと連環させていきます。

Word 経常利益
　業務純益を含む業務内、業務外の通常発生する収益か
ら、その収益を得るために発生する費用を差し引いたも
のです。
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資金運用収益 経常利益

451

当期純利益

収益と費用（単位：百万円）

経
費

当期純利益
　経常利益に突発的な収益や費用（特別利益・特別損
失）を加減し、法人税等を控除したものです。

事業の概況

HACHISHIN ▶▶▶ 事業の概況

4

は
ち
し
ん
に
つ
い
て

は
ち
し
ん
の
健
全
性
確
保
の
取
組
み

は
ち
し
ん
と
地
域
社
会

中
期
経
営
計
画

商
品
・サ
ー
ビ
ス

資
料
編



Word

主要な経営指標

預金積金・貸出金・有価証券の残高

収益の推移

出資総額と会員数

経 常 収 益

経 常 利 益

業 務 純 益

当 期 純 利 益

出 資 総 額
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（注）当金庫の会員資格は、当金庫の事業地区内にお住まいの方、お
勤めの方、事業所をお持ちの方およびその事業所の役員の方
となっております。
ただし、法人の場合は従業員が300人以下または資本金が9億
円以下の事業者に限られます。

業務純益
　金融機関の基本的な業務に係る利益を示すもので
あり、いわゆる本業による利益です。具体的には業務
粗利益（資金運用収支・役務取引等収支・その他の業
務収支の合計）から、業務遂行に必要とされる費用、
つまり「経費(除く臨時経費)」を控除したものです。
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